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最近、必要があって本を探している。学生に論理的思考
をしてもらう一助になるものを求めている。人に聞いたり本屋の棚を眺めたりしたが、これを読めば考える練習ができるよ、といえる本はなか かない。本はしばしば、著者の主張を知ら めるためのものであり、読者には正しく読み取ることが要求され が、その結果として、 者はることを停止せざるを得ない場合 起こ 。これの逆を行く本はある だろうか。
それでたどり着いたのが、池田晶子『
14歳からの哲学』
である。著者は早逝してしまったが著作は多く、そのいずれでもよいと思う。読者に語り けるようにし がら考えることを促してい 。もちろん、すべて 書かれている通りだと思わなくてよい。むしろ、その通りでは ところを探しながら読むのもよいだろうと思う。う みにすることを阻止できる本 り、 の形をとっ いるが珍しい試
みの本であると思う。 「
14歳」 というのも気にしなくてよい。
本というのは年齢指定はない。自分なりに読み込めばよいのである。
この種の訓練が必要だと思うようになったのは比較的最
近である。課題を出して、 「答えはあるんですか？」と質問されたときからである。先生が正解だとする答えが出せればそれ 満足なのだろ か。つじつまが合わないことやわからないことを放っておけ だろうか。何を考えるかを考えることも練習が必要 ことだ。
私の専門は音声学だが、音声学の最初の「知識」は、音
声について考えるための手 かりとなるいくつかの特徴について知ることであり、そ を覚え込んだと ろで音声学ではないのである。音声学はその知識の先に り、それを使って考えなければならないのである。ところが、その知識の延長上で、学生が選ん くるものが、最近は、音表象
だとか、オノマトペの音の意味すると ろ 研究した という。オノマトペ、擬音語や擬態語の音は音が持つ本来の意味と不可分であるから、ということら い。
実は、研究には考える力と同時に、常識が大変重要であ
る。それは、その業界の常識という意味ではない。人間としての常識である。右のことで言えば、オノマトペは世界共通か、という問 にイエスで答えられないこ が常識ある。もし、音自体が本来 意味を持つなら 世界中のどの言語でも、同じ意味の語は類似 音で構成される になる。オノマトペも類似の音は意味も近いはずだ。 ころがそうではない ちろん、ある種の動物の鳴き声 どを模したものは共通あるいは である可能性は高い。しかし、 「ひりひり
（する）
」 「むしゃくしゃ
（する）
」などは音を
聞いただけでは理解されない。文化の違い あるから などという逃げを打とうとす なら 日本語 方言からマトペを拾って来ればすぐわか 「まかまか」と言われて非母方言話者はどのくらい推測でき だろうか。
音は目に見えないが、耳には聞こえる。これを捉まえる
ために記述ないし文字という方法を発明した それを機械で捉える方法が出現したの ごく最近であるが、この音の波を捉えたことで「言葉が目に見える形になった」と誤解する人が現れた。そして、波の形の こに意味があるかを
探し始めた。ところが、いくら精密に たくさんの音声を分析してもどこにも意味は見つからない。音 波は言葉の手がかりではあるが、言葉自体は人間にあり、それを研究するのが言語学なのである。音声学の研究をする人は、まずは、言語学を学び、何を考えるかから出発すべきである。
言語学はとても広いので、すべてについて知ることは大
変なことであ 。しか 、言葉の音の本質を考えるためには、言語学の本質を知っていればよく そのための本であれば格好の本がある。千野榮一『言語学フォーエバー』 。言語学の専門外の人にも知ってほ いと読みやすい形 取りながら、内容は 物であ 。私が解説する りまずは手に取られることをお勧めする。あるいは、千野榮一『言語学
　
私のラブストーリー』 。いずれも出版年が二〇〇二年
なので入手は少し難しいかもしれない
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